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国
民
健
康
保
険
は
、み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、加
入
者
一
人

ひ
と
り
が
保
険
税
を
納
め
て

必
要
な
医
療
に
充
て
助
け
あ

う
医
療
保
険
で
す
。

　

医
療
費
は
原
則
と
し
て
、

国
、県
、市
か
ら
の
補
助
金
な

ど
と
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が

納
め
る
保
険
税
で
賄
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
、医

療
費
が
平
成
20
年
度
か
ら
26

年
度
の
間
で
79
億
円
増
加
し

て
い
る
一
方
で
、保
険
税
収
入

は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
、バ
ラ

ン
ス
が
大
き
く
崩
れ
赤
字
と

な
る
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

（
※
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）

　

こ
の
赤
字
を
補
て
ん
す
る

た
め
に
、市
の
予
算
か
ら
繰
り

入
れ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
ま
ま
繰
入
金
が
増
え
続
け

て
い
く
と
、市
の
予
算
を
圧
迫

し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を
解
消

す
る
た
め
に
、国
民
健
康
保
険

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、健
康

維
持
や
収
納
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
た
び
、

被
保
険
者
の
代
表
者
の
方
な

ど
が
参
加
し
て
い
る「
市
川
市

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
」

よ
り
、「
市
川
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、こ
の
答
申
を
参
考

に
、国
民
健
康
保
険
制
度
の
安

定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

医療費と保険税収入額の推移

「市川市国民健康保険運営協
議会」 からの答申（概要）
～国民健康保険税改定の答申を得る～
　市の国民健康保険財政は、収支の均衡
を図るために一般会計から多額の法定外繰
り入れを行なっており、国民健康保険加入
者以外の市民との負担の公平性の観点か
ら望ましいとは言い難い。加えて、本市では、
保険税率などを平成16年度から据置いてき
たことから、今後も制度を維持していくため
には、抜本的な対策が急務であり、加入者に
とって一定の負担増となる保険税率などの
改定が必要である。

還付金詐欺に注意 市から銀行のＡＴＭの操作を依頼することは
絶対にありません。　　　  　  （市民安全課）

306

20年度
平成20～24年度は決算額　平成25・26年度は予算額

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

医療費 保険税収入額

322 329
341

361
378 385
（単位：億円）

医療費
79億円

増加（年
平均13

億円）

医療費
79億円

増加（年
平均13

億円）
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保険税収入額　ほぼ横ばい保険税収入額　ほぼ横ばい
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健康維持の取り組みなど

特定健康診査・特定
保健指導の推進

　40歳から74歳の国民健
康保険加入者のみなさんを
対象に、特定健康診査を無
料で行っています。また、特定
健診の結果により対象となる
方には、特定保健指導も実
施しています。

☎377-4511疾病予防課

短期人間ドックの
利用

　国民健康保険に6カ月以
上加入している40歳未満の
方を対象に、短期人間ドック
の一部助成を行っています。

☎334-1497
国民健康保険課資格給付
担当

ジェネリック医薬品の
使用促進

　国民健康保険加入者のみなさんを対
象に、同じ有効成分でより低価格のジェ
ネリック医薬品に切り替えた場合の自己
負担額を「ジェネリック医薬品差額通
知」でお知らせしています。
　また、今年度は、保険証の交付にあわ
せてジェネリック医薬品希望カードを加
入者のみなさんに配布しますのでご利用
ください。

収納の取り組み

納付しやすい環境づくり
●コンビニエンスストア

での納付

●クレジットカードを使っ
た納付、パソコンや携
帯電話からの納付

●口座振替の申し込み
手続きの簡素化

●水曜夜間窓口及び
日曜相談窓口（月1
回）の開設

収納体制の強化
　特別の理由が無く滞納している方への差し押さえな
どの滞納処分の強化をしています。

国民健康保険財政の健全化に向けた取り組み

国
民
健
康
保
険
制
度
の

　
　
　
　
安
定
の
た
め
に



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

消費生活

消費生活センター 毎週月～金曜日
（毎月第2・4土曜日は電話相談のみ）

10：00～16：00
（窓口及び電話相談）

消費者トラブルに関する苦
情処理及び紛争解決のあっ
せん（消費生活相談員）

消費生活センター☎334-0999
行徳支所 第２・４火曜日 10：00～12：00

13：00～16：00
行徳支所市民相談室☎359-1121

多重債務
予約制

市役所 1（火）、15（火）
13：00～16：00

多重債務に関する相談〈弁
護士〉※予約制（消費生活
センター☎334-0999）行徳支所 未実施

人権擁護
市役所 9（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
家庭問題やいじめ、いやがら
せなどの悩み〈人権擁護委
員、弁護士〉男女共同参画課☎322-6700

建築行政
市役所 毎週月・水・金曜日 9:00～17:15

（受付16：30まで）
建築にかかわる民事的な相談

（中高層建築物を含む）〈建
築行政相談員〉建築指導課☎334-1434

労働
予約優先

市役所 2（水）、16（水） 18:00～20:00 労働上のトラブルに関する
相談〈社会保険労務士〉雇用労政担当室☎704-4131※18:00以降電話334-1111

年金
市役所 22（火） 13：00～16：30

（受付16：00まで） 各種公的年金について
〈社会保険労務士〉行徳支所 10（木）

国民年金課☎334-1127
住宅リフォーム
予約優先

市役所 10（木）、24（木） 13:00～16:00 増改築、修繕など<市川住宅
ﾘﾌｫｰﾑ相談協議会相談員>住環境整備課☎704-0064

心配ごと 八幡市民談話室  7（月）、14（月） 10:00～15:00
（13:00からは弁
護士相談もあり）

日常生活での悩みや困ったこ
となど<民生委員児童委員>社会福祉協議会☎320-4001

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

民事一般
　
　
　

総
合
市
民
相
談
課
☎
３
３
４・１
０
０
２ 

予
約・問
い
合
わ
せ

市役所・行徳支所
毎週月～金曜日 8：50～17：00

（受付16：30まで）
民事に関する一般的な相談・
市政案内〈市民相談員〉出張市民相談 大柏出張所 4（金）、18（金）

行政書士
市役所 14（月） 13：00～17：00

（受付16：30まで）
相続手続、遺言書、贈与、成年後見、契
約書、官公署提出書類作成、外国人の
在留等に関する申請など〈行政書士〉行徳支所 未実施

行政 市役所 23（水） 13：00～15：00
（受付14：30まで）

国、特殊法人などへの苦情や
要望〈行政相談委員〉行徳支所 7（月）

登記
市役所 2（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
不動産登記、会社登記、境界
問題など〈司法書士・土地家
屋調査士〉行徳支所 16（水）

不動産取引 市役所 7（月）､28（月） 13：00～16：00
（受付15：30まで）

土地・建物の売買や賃貸などのト
ラブル〈宅地建物取引主任者〉行徳支所 14（月）

予
約
制

弁護士法律
（平日）

市役所 3（木）、4（金）、11（金）、
17（木）、18（金）、25（金）、31（木）

13：00～16：00
相続・遺言、損害賠償、金銭
貸借、離婚、借地借家、成年
後見などの専門的な法律の
知識を必要とする相談〈弁護
士〉〈認定司法書士〉

行徳支所 4（金）、11（金）、25（金）
弁護士法律
（土曜） 八幡市民談話室 5（土）

司法書士
法律（昼間）

市役所 16（水） 13：00～16：40行徳支所 23（水）

司法書士
法律（夜間）

市役所 2（水）、9（水）、16（水）、
23（水）、30（水） 17:00～20:00
行徳支所 9（水）

税金 市役所 8（火） 13:00～16:00 相続、贈与、売買など税の相談
〈税理士〉行徳支所 未実施

交通事故 市役所 10（木）、24（木） 10:00～15:00 示談や損害賠償の方法〈県
交通事故相談員〉行徳支所 24（木）

暮らし

月
の
市
民
相
談

※
弁
護
士
法
律
相
談（
平
日
）の
予
約
は
毎
週
金
曜
日
午

前
８
時
45
分
か
ら
翌
週
分
を
直
通
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
※
祝
日
の
相
談
は
休
み
で
す

7

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

６
月
30
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午

／

第
１
委
員
会
室
／
先
着
５
人

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）

◆
子
ど
も・子
育
て
会
議

６
月
30
日（
月
）午
後
２
時
～
４
時

／

第
４
委
員
会
室

（
子
育
て
支
援
課
）

◆
市
政
戦
略
会
議

７
月
11
日（
金
）午
後
４
時
～
６
時

／

第
４
委
員
会
室

（
行
財
政
改
革
推
進
課
）

♦
♦
♦

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

閉
鎖
に
つ
い
て

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は
、７
月
31
日

（
木
）を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
。健
康

度
測
定
な
ど
の
事
業
の一
部
を
保
健

セ
ン
タ
ー
で
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

未
使
用
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
利
用
券
は

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）ま
で
返

金
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。☎３

３
４・２
３
１
１
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
※
８
月
以
降
は
☎
３
７
７・ 

４
５
１
１
保
健
セ
ン
タ
ー
。

♦
♦
♦

障
害
基
礎
年
金
現
況
届
出
書
な
ど

の
提
出
に
つ
い
て

20
歳
前
の
障
害
に
よ
り
現
在
障
害

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

７
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
現
況
届
出
書
な
ど
を

７
月
31
日（
木
）ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。届
け
出
が
な
い
と
支
給

が一
時
止
ま
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

提
出
先
窓
口

◆
現
況
届（
は
が
き
）＝

国
民
年

金
課
、
福
祉
課
、大
柏
出
張
所
、

南
行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー
、市
川
駅
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、各
市
民
課

連
絡
窓
口
所

◆
障
害
状
態
確
認
届（
診
断
書
）＝

国
民
年
金
課
、
福
祉
課

※
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
本
市

に
転
入
し
た
方
は
、同
年
１
月
１
日

に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
発
行
の

平
成
26
年
度
住
民
税
所
得
証
明
書

が
必
要
で
す
。

☎
３
３
４・１
１
２
７
国
民
年
金

課

♦
♦
♦

ご
み
集
積
所
な
ど
の
要
綱
を
制
定

「
市
川
市
ご
み
集
積
所
等
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
要
綱
」を
制
定
し
、

ご
み
集
積
所
、啓
発
看
板
、カ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
、ご
み
箱
の
利
用
方
法
な
ど
を

明
確
に
し
ま
し
た
。詳
し
く
は
市
公

式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
３
２
０・３
９
７
３
清
掃
事
業
課

♦
♦
♦

都
市
計
画
道
路
事
業
の

計
画
図
書
を
縦
覧

都
市
計
画
道
路
事
業
３・５・
28
号

国
分
下
貝
塚
線
の
事
業
認
可
に
つ

い
て
。

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
道
路
課

☎
７
０
４・０
０
５
６
同
課

♦
♦
♦

マ
ン
シ
ョ
ン
の
悪
質
な

勧
誘
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
を
電
話
で
強
く

迫
ら
れ
、断
っ
て
い
る
の
に
長
時
間
に

渡
り
執
拗
に
勧
誘
さ
れ
た
」「
販
売

目
的
を
明
ら
か
に
せ
ず
、会
社
名
を

聞
い
て
も
答
え
な
い
」な
ど
と
い
っ
た

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。買
う

気
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
業
者
と
会
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、自

宅
を
訪
問
さ
れ
た
場
合
は
契
約
の

意
思
が
な
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・０
９
９
９
同
セ
ン
タ
ー

市民納涼花火大会
有料観覧席市民限定先行発売

８月２日（土）午後７時１５分～８時３０分
　※荒天の場合は翌日に延期。

江戸川河川敷（大洲3丁目地先）
販売期間　６月２２日（日）午前１０時～２４日（火）午後１１時５９分

桟敷席  １８０㎝×９０㎝／定員４人／１８,０００円
ペア席（土手斜面または平面） 1５０㎝×９０㎝／定員２人
／１０,０００円
椅子席（パイプ椅子） 定員１人／６,０００円
※３歳以下の乳幼児は、椅子席及びペア席は１人、桟敷席は
２人まで無料。ただし、椅子席は保護者のひざの上で観覧。 花火大会当日８月２日（土）

江戸川で水上規制を実施
　水上観覧の安全確保のため、船による入場を制限
します。船での観覧は事前に申し込みが必要です。当
日は実行委員会の交付する標旗を掲げた船舶しか入
場できません。
　詳しくは花火大会のＷｅｂサイトまたは同実行委員会
事務局までお問い合わせください。

購入方法

①☎０５７０‐０２‐９５９３チケットぴあ※一部の携帯電話・ＰＨＳ・
ＩＰ電話では受け付け不可。
②インターネット（チケットぴあＷｅｂサイトで「市川市民納涼
花火大会」と入力して検索）

チケット購入について☎０５７０‐０２‐９１１１チケットぴあイン
フォメーション（午前１０時～午後６時）

☎７１１‐１１４２市民納涼花火大会実行委員会事務局（観光交流推進課）

有料観覧席の数には限りがあります。お早めに申し込みください。

広報いちかわ　2014年（平成26年）6月21日　No.1498 2暮らし

　６月３０日（月）は、市県民税
（普通徴収）第1期の納期で
す。インターネットやコンビニエ
ンスストアでも納められます。

（納税・債権管理課）

税の納期の確認を

７月７日（月）午後７時（開場は３０分前）
市民会館　 １団体２人まで

※商店主の方は7月3日（木）午後2時から市川商
工会議所（南八幡2-21-1）で開催

☎７１１‐１１４２観光交流推進課、☎377-1011
市川商工会議所

　１１月１日（土）大洲防災公園で開催されるいちかわ市民
まつりの参加申し込み説明会を行います。当日、直接会場
にお越しください。
※この説明会に欠席した場合、参加できないことがあります。
市内団体優先。個人での出展参加不可。

いちかわ市民まつり参加
申し込み説明会



 

月・日 

曜
日　

    　

清 

掃 

地 

域

暮らし

●
自
治（
町
）会・個
人
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
で
す
。ご
協
力
下
さ
い
。●
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
際
に
揚
げ
ら
れ
た
泥
土
は
市
で
回
収

致
し
ま
す
。●
泥
土
の
回
収
は
、清
掃
日
直

後
の
月
曜
日
か
火
曜
日（
清
掃
日
が
月・火
曜

日
の
場
合
は
、そ
の
週
）に
伺
い
ま
す
。●
尚
、

一
般
ゴ
ミ
一
般
廃
棄
物
等
は
回
収
致
し
ま
せ

ん
。●
不
定
期（
臨
時
）に
側
溝
清
掃
す
る
場

合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。　　
（
道
路
安
全
課
）

6・22	

日	

八
幡
６
、東
菅
野
４
の
一
部

（
古
八
幡
、冨
貴
島
）、高
石

神
、宮
久
保
１（
大
境
）、河

原
、下
新
宿
、本
塩
、欠
真
間

（
全
）、本
行
徳
、妙
典（
全
）、

塩
焼
、関
ヶ
島
、伊
勢
宿
、末
広

（
全
）、相
之
川（
全
）

6・23	

月	

富
浜（
全
）、宮
久
保（
全
）

6・25	

水	

新
田
１・５

6・28	

土	

東
菅
野
４・５（
美
里
苑
）、福
栄

（
全
）

6・29	

日	

本
北
方
１

6・30	

月	

曽
谷
６・７（
第
５
）、下
貝
塚

（
全
）

7・1	

火	

市
川
４（
根
本
）、北
方
２
、本

北
方
１
の一
部（
北
方
中
央
）

7・3	

木	

本
北
方
２
、本
北
方
３
、北
方

３
、若
宮
２

7・4	

金	

若
宮
３（
上
町
）

7・5	

土	

香
取（
全
）、行
徳
駅
前
３・４

7・6	

日	

押
切
、湊
、湊
新
田（
全
）、新

浜
１
、南
行
徳
３
・４
、大
洲

（
全
）、大
和
田
１・３・５
、田

尻
４・５
の
一
部
、原
木
４
、国

分
２・３（
根
古
屋
）、若
宮
１
、

北
方
町
４（
東
南
・
富
士
見

台
）、曽
谷
１
、奉
免
町（
ひ
め

み
や
）、柏
井
町
１（
第
１
、東

昌
台
）、柏
井
町
３（
第
３
団

地
）

7・7	

月	

八
幡
１
、南
八
幡
１（
八
幡
上・

下
）、国
府
台（
全
）

7・8	

火	

稲
荷
木（
全
）、北
国
分（
全
）、

中
山
３・４

7・9	

水	

中
山
１・２

7・10	

木	

高
谷
、二
俣（
全
）

7・13	

日	

中
国
分（
全
）、国
分
１
、大
和

田
２・４
、東
大
和
田（
全
）、大

町
、大
野
町（
全
）、稲
越
町
、

北
方
町
４（
千
足
）、曽
谷
５・８

（
第
６
）

7・14	

月	

真
間
４・５

7・15	

火	

須
和
田（
全
）、北
方
１

7・16	

水	

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）

7・17	

木	

若
宮
３（
下
町
）、市
川
南
１
～

４
、市
川
２

7・18	

金	

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４

（
第
１
か
ら
第
４
）

7・20	

日	

鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井

（
全
）、島
尻
、広
尾
１
、日
之

出
、南
行
徳
１・２

7・21	

祝	

平
田（
全
）

7・22	

火	

八
幡
６
、東
菅
野
４
の一
部（
古

八
幡
、冨
貴
島
）

7・25	

金	

新
田
１・５

♦
♦
♦

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
を
支
援
し
ま
す

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
の
運
営

や
管
理
に
つい
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
派
遣

管
理
組
合
の
相
談
に
応
じ
る
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。１

回
２
時
間
程
度
、年
度
内
５
回
ま
で
。

☎
７
０
４・０
０
６
４
、Ｆ
Ａ
Ｘ

３
３
６・８
０
７
５
住
環
境
整
備
課

◆
①
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
講
座

②
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
談
会

①
講
演「
管
理
組
合
の
基
礎
～
総

合
調
査・組
合
会
計
～
」「
管
理
規
約

を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
事
項
」

７
月
13
日（
日
）①
午
後
１
時

（
受
け
付
け
は
30
分
前
）～
４
時
②

午
前
10
時
30
分
～
正
午

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
第
２
研
修
室

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
役
員
、

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の
方
、①

先
着
50
人
②
先
着
４
組

①
代
表
者
の
必
要
事
項（
６
面
上

段
参
照
）、管
理
組
合
名
、参
加
人
数

を
書
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
・２
２
３
・ 

０
０
０
３
ま
た
は
☎
０
４
３・２
２
３・ 

３
２
６
６
住
ま
い
情
報
プ
ラ
ザ
②
氏

名・管
理
組
合
名・質
問
事
項
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
９
９・９
９
３
５
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
会
千
葉
県
支
部

（
住
環
境
整
備
課
）

♦
♦
♦

結
婚
50
周
年
の
夫
婦
に
記
念
品

昭
和
39
年
９
月
１
日
か
ら
昭
和
40

年
８
月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
し
、

夫
婦
お
そ
ろ
い
の
方
へ
、敬
老
の
日

ご
ろ
に
地
域
の
民
生
委
員
を
通
じ

て
お
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

７
月
25
日（
金
）ま
で
に
☎
３
２
０・ 

４
０
０
１
社
会
福
祉
協
議
会

♦
♦
♦

個
人
市
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

の
対
象
と
な
る
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
申
し
出
を
受
け
付
け

市
税
条
例
に
規
定
す
る
た
め
の
基

準・申
出
書
類
は
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
30
日（
月
）～
７
月
11
日（
金
）

☎
３
２
６・１
２
８
４
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

♦
♦
♦

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど

の
購
入
に
補
助
金
を
交
付

交
付
申
請
手
続
き
は
７
月
１
日（
火
）

に
開
始
し
ま
す
。詳
し
く
は
市
公
式

Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

左
記
設
備
の
設
置
工

事
を
４
月
１
日
以
降
に
開
始
な
ど

を
し
、平
成
27
年
１
月
31
日（
土
）ま

で
に
完
了
な
ど
を
し
た
方

住宅用省エネルギー設備の種類 補助金額
太陽光発電システム

（太陽光を電気に変換するシステム）
上限６０,０００円

（１キロワット当たり１５,０００円）
エネファーム（ガスと空気から化学反応で
電気とお湯を作り出す家庭用システム） 上限１００,０００円

リチウムイオン蓄電システム（夜間にた
めておいた電気を昼間の電力需要ピー
ク時や災害時などに使用するシステム）

上限１００,０００円

ＨＥＭＳ（家庭内のエネルギーの制御や
その使用状況を確認するシステム） 上限１０,０００円

電気自動車充給電設備
（電気自動車への充電や、電気自動車
から家庭に給電する設備）

上限５０,０００円

☎
３
２
０・３
１
５
０
環
境
政
策
課

♦
♦
♦

「
い
ち
か
わ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
配
布

市
の
施
設
の
案
内
や
窓
口
で
の
手

続
き
、ダ
イ
ヤ
ル
ガ
イ
ド
な
ど
の
情

報
を
ま
と
め
た
い
ち
か
わ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
掲
載
し
た「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
千

葉
県
市
川
市
版
」が
発
行
さ
れ
ま

す
。N
T
T
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ（
株
）は
、

こ
の
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
を
み
な
さ
ん
の

ご
家
庭
に
、6
月
末
ご
ろ
ま
で
に
順

次
配
布
し
ま
す
。7
月
上
旬
に
な
っ

て
も
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
い
ち
か
わ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
3
月

14
日
現
在
の
情
報
を
元
に
編
集
し

て
い
ま
す
。庁
舎
建
て
替
え
に
伴
う

各
部
署
の
配
置
に
つ
い
て
は
本
紙
４

面
の
特
集
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０・５
０
６
３
０
９
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
※
受
け
付
け
は
月

～
金
曜
日（
祝
日
、年
末
年
始
を
除

く
）午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
広
報
広
聴
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

市
政
戦
略
会
議
市
民
委
員

市
政
戦
略
会
議
は
、「
使
用
料
・
手

数
料
の
見
直
し
」な
ど
、市
の
行
財

政
改
革
や
重
要
施
策
に
つ
い
て
の

審
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
の

第
２
期
委
員
の
任
期
が
９
月
で
満

了
と
な
る
た
め
、第
３
期
の
市
民

委
員
を
新
た
に
募
集
し
ま
す
。市

民
の
立
場
か
ら
建
設
的
な
意
見
・

提
案
の
あ
る
方
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

10
月
１
日（
水
）現
在
で
市
内
在

住
の
20
歳
以
上
の
方
、３
人

任
期　

10
月
か
ら
２
年
間（
会
議
は

原
則
月
１
回
、平
日
の
日
中
開
催
）

委
員
報
酬　

日
額
９
，１
０
０
円

選
考
方
法　

応
募
書
類
を
も
と
に

一
次
審
査
の
合
否
を
決
定
し
、面
接

審
査
で
最
終
決
定
を
行
い
ま
す
。

履
歴
書（
写
真
貼
付
、日
中
連
絡

の
取
れ
る
電
話
番
号・メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）・市
政
へ
の
参

加
活
動
歴
を
含
む
略
歴
も
記
入
）と

作
文「
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

（
１
，２
０
０
字
以
内
、様
式
自
由
）を

７
月
15
日（
火
）必
着
で
郵
送
ま
た
は

持
参
で

行
財
政
改
革
推
進
課

（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住
所
不
要
）

☎
３
３
４・１
１
０
５
同
課

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

会
計
ソ
フ
ト
記
帳
セ
ミ
ナ
ー

会
計
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
簿
記
を
始
め

ま
せ
ん
か
。参
加
者
に
会
計
ソ
フ
ト

（
お
試
し
版
）を
差
し
上
げ
ま
す
。無

く
な
り
次
第
配
布
終
了
。

７
月
３
日（
木
）・
11
日（
金
）、９

月
16
日（
火
）・26
日（
金
）、10
月
９
日

（
木
）・
27
日（
月
）、い
ず
れ
も
午
後

２
時
～
４
時

市
川
青
色
申
告
会
会
館（
八
幡

１
の
２
の
20
）

個
人
事
業
主
、先
着
各
１０
人

前
日
ま
で
に
☎
３
３
３・０
１
１
１ 

市
川
青
色
申
告
会

（
市
民
税
課
）

　ごみを設備が整わない状態で焼却すると、煙や臭いによって近
所に迷惑がかかります。
　また、ごみの種類によってはダイオキシン類など有害な物質を
発生させて大気汚染の原因にもなります。
　ごみの焼却は、風俗習慣上のものなど一部の例外を除いて禁
止されており、違反者には５年以下の懲役若しくは１,０００万円以
下の罰金が科せられます。
　なお、例外的に認められたごみの焼却でも、近隣住民から苦情
が寄せられた場合は、指導の対象になります。

　店舗や事務所、飲食店などから出る書類、段ボール、残飯、
茶殻などのごみ（事業系一般廃棄物）は、量にかかわらず、公共
のごみ集積所や集団資源回収所に出すことは出来ません。次
の方法で処理をしてください。

①クリーンセンターに直接搬入
１０㎏につき２１６円（１０㎏未

満の場合も２１６円の手数料が
かかります）

月～土曜日の午後１時～４時
（祝日を除く）
※処理できないごみもあります
ので、☎３２８‐２３２６同センター
へお問い合わせください。
②専門業者に委託（有料）
　市が許可した収集運搬業

者と、費用（ごみの量や収集
頻度などにより異なる）などに
ついて確認してから契約してく
ださい。
※住居併用で少量排出事業
所の場合は、面積や排出量な
どの要件により、家庭ごみ集積
所に出せる免除規定がありま
すので、お問い合わせください。

☎３２０‐３９７２循環型社会
推進課

投票　７月１１日（金）まで（消印有効）にパンフレットに付属の申請用紙を郵送、Ｆ
ＡＸ、メールまたは持参で道路管理課※投票は１路線につき１名称まで。詳しくは
市公式Ｗｅｂサイトまたは各公共施設などで配布のパンフレットをご覧ください。

☎334-1461同課

わかりやすく親しみやすい道路の愛称をみなさんで選んでください。

市制施行80周年記念
道路愛称の決定投票を実施します

菅野小学校菅野小学校

菅野 京成八幡
京成線

国道14号

東京歯科大学
市川総合病院

真間
川

昭和学院昭和学院

県
道
市
川
・
柏
線

県
道
市
川
・
柏
線県

道
高
塚
新
田・市
川
線

県
道
高
塚
新
田・市
川
線

外
環
道
路（
工
事
中
）

外
環
道
路（
工
事
中
） 市道0

124
号

日出学園

国府台
女子学院

N

市道01
23号

国府台
女子学院

菅野小学校

西消防署

国道14号

市川小学校

京成線
京成線

桜
土
手
公
園

真間川

県
道
高
塚
新
田・市
川
線

県
道
高
塚
新
田・市
川
線

国府台

市川真間

県
道
市
川・松
戸
線

県
道
市
川・松
戸
線

N

新浜小学校新浜小学校

南行徳
市民センター
南行徳
市民センター

行徳支所行徳支所

行徳バイパス行徳バイパス

東京メトロ東西線東京メトロ東西線

市
道
0
1
0
1
号

国道357号

福栄スポーツ広場
塩浜体育館

行徳南行徳
市
道
0
1
0
1
号

N

①市道０１２３号候補
１. 市川真間通り
２. 真間ロード
３. 市川真間東西通り
４. 文教西通り
５. 万葉通り

ごみ焼却の禁止

②市道０１２４号候補
１. スマイルストリート
２. 学問通り
３. 文教通り
４. スクールロード
５. 菅野通り

③市道０１０１号候補
１. 南行徳潮風ロード
２. 南行徳駅前通り
３. 海風の道
４. 南行徳いきいき通り
５. 塩浜相之川通り

事業系ごみの処理方法

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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新
庁
舎
建
設
に
向
け
て

第
一
期
仮
庁
舎
移
転
が
完
了

　

市
で
は
、市
役
所
の
建
て
替
え
に
伴
い
、新
庁
舎
の

建
設
期
間
中
、こ
れ
ま
で
の
業
務
を
仮
庁
舎
へ
移
転

し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。仮
庁
舎
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、経
費
負
担
を
極
力
減
ら
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
円

滑
な
配
置・移
転
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、平
成
32
年
度
に
完
成
予
定
の
新
庁
舎
建
設

に
向
け
、第
一
期
の
本
庁
舎
の
負
荷
軽
減
対
策
が
終

了
し
ま
し
た
。耐
震
性
に
課
題
の
あ
る
市
役
所
本
庁

舎
第
２
庁
舎
の
荷
重
な
ど
の
負
荷
の
軽
減
、及
び
来

庁
す
る
方
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、一
部
の
部
署

を
庁
舎
建
設
の
工
事
着
工
前
に
仮
庁
舎
へ
移
転
し

ま
し
た
。

 

※
仮
庁
舎
は
、既
存
公
共
施
設
及
び
市
有
地・市
有

施
設
な
ど
に
整
備
し
て
い
ま
す
。 

☎
３
３
４・１
１
１
２
管
財
課
、☎
７
０
４・０
０
６
６

新
庁
舎
建
設
課

①市役所 （八幡1-1-1）
第
1
庁
舎

6階 総務部 法務課
財政部 管財課
街づくり部 設計監理課

5階 総務部 総務課
財政部 契約課
保健スポーツ部 保健医療課

健康都市推進担当室
道路交通部 道路建設課

都市計画道路課
4階 企画部 広報広聴課

財政部 財政課
街づくり部 都市計画課

街づくり推進課
外環道路推進・道の駅担当室
住環境整備課
まち並み景観整備課

道路交通部 交通計画課
駐輪・駐車施設担当室

3階 経営改革室 経営改革課
総務部 人事課

職員課
企画部 企画課

秘書課
行財政改革推進課
新庁舎建設課

会計課
2階 市民部 国民年金課

福祉部 高齢者支援課
介護保険課

こども部 こども福祉課
保健スポーツ部 国民健康保険課
道路交通部 道路管理課

1階 市民部 総合市民相談課
福祉部 臨時福祉給付金担当室

地域福祉支援課
障害者支援課

街づくり部 開発指導課
建築指導課

第
３
庁
舎

4階 議会事務局 庶務課
議事課

2階 財政部 納税・債権管理課
市民税課
固定資産税課

1階 市民部 地域振興課
市民安全課
市民課

プレハブ1階 総務部 総務課市政情報センター

②分庁舎C棟 （東大和田1-2-10）
2階 総務部 人材育成担当室

農業委員会事務局

③アクス本八幡 （八幡3-4-1）
2階 市民部 ボランティア・NPO課

こども部 子育て支援課
保育課
保育施設課
保育計画推進課

2階 学校教育部 義務教育課
指導課
保健体育課

生涯学習部 生涯学習振興課
青少年育成課
社会教育課

1階 福祉部 福祉事務所
市営住宅課

④消防局 （八幡1-8-1）
4階 危機管理室 危機管理課

地域防災課

⑤勤労福祉センター本館 （南八幡2-20-1）
2階 経済部 雇用労政担当室

⑥グランドターミナルタワー本八幡 （八幡3-3-2）
401号 監査委員事務局
408号 経済部 商工振興課

農政課
観光交流推進課

⑧ラ・パシフィックビルB （南八幡4-7-12）
501号 財政部 技術管理課

⑨いちかわ情報プラザ （南八幡4-2-5）
5階 企画部 情報政策課

情報システム課
福祉部 障害者施設課

2階 文化国際部 文化振興課
国際交流課

⑩分庁舎 （南八幡2-18-9）
A
棟

2階 環境清掃部 環境保全課
循環型社会推進課（指導グループ）

B
棟

2階 環境政策課
循環型社会推進課（計画、3R推進グループ）
清掃事業課

⑪八幡分庁舎 （八幡4-2-1）
3階 総務部 総務課（統計グループ）
2階 水と緑の部 河川・下水道計画課

河川・下水道整備課
公園緑地課（調整、緑成グループ）

選挙管理委員会事務局
1階 水と緑の部 公園緑地課（整備・管理グループ）

河川・下水道管理課

⑫千葉コピービル （八幡1-1-9）
2階 道路交通部 道路安全課

⑦南八幡仮設庁舎 （南八幡1-17-15）
2階 教育総務部 教育政策課

就学支援課
教育施設課

文化会館 水道局

教育会館

京葉ガス コンビニ

コンビニ
交番

メディアパーク
市川文化会館 水道局

教育会館

京葉ガス コンビニ

コンビニ

①市役所本庁舎①市役所本庁舎

⑩分庁舎A棟・B棟

⑪八幡分庁舎

⑫千葉コピービル

コンビニ
交番

川
間
真

京成八幡駅

京成線
JR総武線

至市川

至下総中山

国道14号（千葉街道）
川
間
真❸アクス本八幡❸アクス本八幡

❻グランドターミナルタワー本八幡❻グランドターミナルタワー本八幡

❽ラ・パシフィクビルB❽ラ・パシフィクビルB

❼南八幡仮設庁舎❼南八幡仮設庁舎

⑩分庁舎A棟・B棟

京成八幡駅

京成線

本八幡駅
本八幡駅

JR総武線

至市川

至下総中山

国道14号（千葉街道）

メディアパーク
市川

N

都営新宿線都営新宿線
本八幡駅本八幡駅

❹消防局❹消防局

⑪八幡分庁舎

⑫千葉コピービル

❷分庁舎C棟❷分庁舎C棟

❺勤労福祉センター本館❺勤労福祉センター本館

⑨いちかわ
　情報プラザ
⑨いちかわ
　情報プラザ

庁
舎
建
て
替
え
に
伴
う
配
置
図

※白抜き太字は配置移転が行われた部署

▲開催結果をまとめた「市民ワークショップ通信」



市川市メール
情報配信サービス
市川市メール
情報配信サービス
　下記の方法で登録いただくと、市の災
害時の緊急情報等を知ることができます。
info@city.ichikawa.chiba.jp
または下記のQRコードから空メールを送
信し、送られてくるメールに記載されてい
るURLをクリックして
ください。配信項目
は、登録後に変更で
きます。メールの受
信には通信料がか
かります。

☎704-0285広報広聴課

緊急情報が登録先に

広 
告

　市では、市役所本庁舎の建て替えに向け、現在、基本設計を進めています。
　新庁舎には、市民交流のきっかけを生み、活動できるスペースとして、設計者
から協働テラスが提案されました。
　現在、協働テラスや窓口など、市民が直接利用するスペースをテーマとした
ワークショップを開催し、市民のみなさんのアイデアを聞きながら、親しまれる庁
舎を目指して設計案をまとめているところです。
　今回は、ワークショップ参加者からの提案などを取り入れた、現時点での基
本設計素案の説明を行います。

　今回のワークショップでは、「協働テラスを中心とした市民スペース」をテーマとし
て、千葉大学の木下教授を進行役に、公募により集まった市民の方35人に、市内の
大学や関係団体16人を加え、総勢51人の幅広い世代の方々が参加しています。

「三人寄れば文殊の知恵」と言うように、
参加者が意見や知恵を出し合い、より良
いものを集まったみんなで考え、作り上げ
ていく手法のことです。

■第3回ワークショップ
　ーワークショップからの提案を比較・検討しましたー
　第2回ワークショップで、参加者から市民スペースの配置
について提案されたことから、2つの案を比較しました。

　議論の結果、A案をベースに街に開かれたより魅力的な庁
舎にして欲しいということが確認されました。

■第5回ワークショップ（予定）
　7月12日（土）に開催し、今後の課題などを確認しながら、まと
めを行っていきます。

■第4回ワークショップ
　ー市民スペースの運営方法について議論しましたー

■第1回ワークショップ
　ー市民スペースのイメージを膨らませましたー

　市民スペースのキャッチフレーズと、庁舎
のどこに・どのようなものを配置していくか
について、グループごとに提案しました。
 キャッチフレーズ
・フラふらっと市役所
・出会いと発見の寄り道広場など
 機能の配置
　どのグループの配置案にも、以下の共通
点がありました。
・各階の行政機能と連動している
・市民の目的や活動に沿った場所に配置さ
れている

基本設計素案について、みなさんの意見を募集します
　今後は、市民ワークショップなどを通じて、市民のみなさん
の意見やアイデアを活かしながら、基本設計を10月までにま
とめ、その後、詳細設計へと移っていきます。現時点での基
本設計素案について、みなさんの意見を募集します。市公
式Webサイト（6月30日（月）より公開）から投稿出来ます。
募集期間　6月30日（月）～7月31日（木）

●交流がしたい・・・市民同士や、市民と市役所の交流、年
代を隔てず交流できる場

●情報を得たい・伝えたい・・・市政だけでなく、ボランティア
やビジネスの情報交換の場

●活動がしたい・・・市民が会議や打ち合わせできる場、市
民の活動の場

●楽しく（便利に・安心して）過ごしたい・・・手続きの待ち時
間を楽しく過ごせる場

　市民スペースで何をした
いか、グループに分かれて自
由な意見を出し合いました。
この結果、市民スペースに
は大きく4つの機能が期待さ
れていることが分かりました。

■第2回ワークショップ
　ー市民スペースのキャッチフレーズと配置計画を考えましたー

ｗｃ

※市民ワークショップの開催結果を、市公式Webサイトの新庁舎建
設課のページに掲載しています。

設計の中間
報告会

6月29日（日）午後2時（受け付けは30分前）
第5・6委員会室　 先着100人

ワークショップとは

●4F・・・落ち着いて過ごせ
る静かな空間

●3F・・・イベントや会議に
使えるスペースや多目
的な作業が出来る空間

●2F・・・子育て親子が集
い、市民の憩いの場と
なるような空間

●1F・・・街との接点とし
て、情報の発信・収集が
出来る機能

　運営主体や、より多くの
人に市民スペースを使って
もらうための工夫などの、
運営するために必要なこと
を、テーマに分かれて話し
合いました。

【A案】
駅に近い国道14号線の東京
側から市民スペースを展開す
る、フロア効率の高い配置

【B案】
建物の正面にメインエントランス
を設け、市民スペースを中央に据
えた「ウェルカム感」が強い配置

広報いちかわ　2014年（平成26年）6月21日　No.14985 特集

市役所本庁舎の建て替え
基本設計の中間報告会を開催

〜市民ワークショップ開催中〜
市民との協働による親しまれる庁舎づくり

▲開催結果をまとめた「市民ワークショップ通信」



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

家
庭
と
学
校
を
結
ぶ

楽
し
い
読
書
講
座
２

７
月
５
日（
土
）午
後
２
時
～
３

時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
第
２
研
修
室

内
講
演
会「
読
み
聞
か
せ
き
ほ
ん
の

き
～
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
絵
本
の

庭
へ
～
」

講
小
関
知
子
氏（
東
京
子
ど
も
図

書
館
理
事
）

50
人
程
度

☎
３
０
４・０
３
８
１
市
川
子
ど

も
の
本
の
会

（
指
導
課
）

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
あ
じ
さ
い
保
育
園

子
育
て
豆
講
座「
ト
イ
レ
ッ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」、親
子
で
楽
し
め
る
遊
び
、

体
操
な
ど
。

７
月
１
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

あ
じ
さ
い
保
育
園
ま
い
ま
い
ル
ー
ム

（
妙
典
５
の
12
の
16
）

２
歳
～
就
園
前
の
親
子
、先
着

15
組前

日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６ 

す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

お
と
う
さ
ん
と
遊
ぼ
う「
水
遊
び
」

ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
玩
具
を
浮
か
べ
て

そ
の
周
り
で
遊
び
ま
す
。

７
月
５
日（
土
）・12
日（
土
）午
前

11
時
～
11
時
45
分

て
る
ぼ
サ
ロ
ン

活
動
報
告
会・修
了
証
交
付

８
月
23
日（
土
）午
前
10
時

～
11
時
30
分
／
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
本
館

小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年

生
、先
着
40
人

５
０
０
円（
保
険
代
・
資
料
代
含

む
）７

月
12
日（
土
）ま
で
に
参
加
者

本
人
が
☎
３
２
０・４
０
０
２
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

母
親
学
級

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、お
産
の
経

過
、沐
浴
実
習
な
ど
。

８
月
１
日（
金
）・８
日（
金
）午

後
１
時
～
４
時
※
２
日
間
で
１

コ
ー
ス保健

セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
10
～

12
月
の
妊
婦
、45
人
※
両
親
学
級

と
の
重
複
受
講
不
可
、２
回
目
は

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

妊
婦・新
生
児・

１
～
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問　

電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

夫
ま
た
は
祖
父
母
の
参
加
も
可
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー

♦
♦
♦

両
親
学
級

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、お
産
の
経

過
、沐
浴
実
習
な
ど
。

①
８
月
10
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
／
保

健
セ
ン
タ
ー
、②
８
月
23
日（
土
）午

後
１
時
～
４
時
／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー初産

で
出
産
予
定
日
が
10
～

12
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
。抽
選
で

各
45
組
※
母
親
学
級
と
の
重
複

受
講
不
可
、結
果
は
７
月
下
旬
に

は
が
き
で
通
知
。

往
復
は
が
き
に
夫
婦
の
必
要
事

項（
上
段
参
照
）・
生
年
月
日
・
出
産

予
定
日
を
書
き
、７
月
１
日（
火
）

～
15
日（
火
）必
着
で
、希
望
会
場

①
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
２
７
２
・ 

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
18
の
８
）②

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健

担
当（
〒
２
７
２・０
１
３
８
南
行
徳

１
の
21
の
１
）

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

市
川
こ
ど
も
館

幼
児
と
そ
の
保
護
者

☎
３
２
２・１
４
０
４
同
館

♦
♦
♦

ほ
め
方
講
座

子
ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、親

子
の
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
コ
ツ
を

学
び
ま
す
。

７
月
13
日（
日
）午
前
10
時
～
11

時
30
分

ア
イ・リ
ン
ク
ル
ー
ム

先
着
56
人

☎
３
２
２・０
０
３
０
ま
ま
る
保
育
園

（
保
育
課
）

健
康
・
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

市
制
施
行
80
周
年
記
念
長
寿
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
い
ち
か
わ

高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い

づ
く
り
、社
会
貢
献
な
ど
を
目
的

に
、日
々
活
動
し
て
い
る
高
齢
者
ク

ラ
ブ
会
員
が
唄
や
踊
り
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。

７
月
４
日（
金
）午
前
10
時

文
化
会
館

☎
３
３
４・１
１
５
１
高
齢
者
支

援
課

♦
♦
♦

成
人
用（
高
齢
者
）肺
炎
球
菌
予
防
接
種

市
で
は
、７
月
か
ら
契
約
医
療
機
関

に
お
い
て「
成
人
用（
高
齢
者
）肺
炎

球
菌
予
防
接
種
」を
公
費（
一
部
自

己
負
担
）で
実
施
し
ま
す
。対
象
者

に
は
、７
月
中
旬
に
予
診
票
を
郵
送

し
ま
す
。接
種
は
１
回
の
み
。

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳

以
上
の
方（
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
の
あ
る
方
を

除
く
）

２
，５
０
０
円（
生
活
保
護
、世
帯

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方
は
免

除
）☎

３
７
７・４
５
１
１
疾
病
予
防
課

新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問　

母

子
健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る
出
生
連

絡
票
に
必
要
事
項
を
書
き
、保
健

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
。里
帰
り
先
で
新

生
児
訪
問
を
希
望
す
る
方
は
、生

後
28
日
ま
で
過
ご
す
市
町
村
へ
確

認
を
し
、訪
問
指
導
が
な
い
場
合

は
、市
に
戻
っ
て
か
ら
１
～
２
カ
月

児
訪
問
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

 

募
集

♦
♦
♦

小
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

保
育
園
で
お
兄
さ
ん・お
姉
さ
ん
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
者
事
前
説
明
会　

７
月
20
日（
日
）午
後
１
時
～

３
時
30
分
／
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

本
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

７
月
25
日（
金
）～
８
月
22
日

（
金
）の
う
ち
３
～
５
日
程
度
／
市

内
の
民
間
保
育
園
、高
齢
者
施
設
、

　日頃の運動不足を解消し、リフレッシュしませんか。

教室名 会場 日程 ・ 時間

初級者のエアロビクスダンス教室
（定員４０人）

信篤市民体育館

８/１～１１/２８の金曜日
午前９時３０分～１１時

初心者のヨガ教室
（定員５０人）

８/１～１１/２８の金曜日
午前11時～午後0時30分

エアロビクスダンス教室
（定員3０人）

塩浜市民体育館

８/５～１１/２５の火曜日
午前９時３０分～１１時

Ｂｏｄｙ Ｃｏｎｔｒｏｌ教室
（定員4０人）

８/７～１１/２７の木曜日
午後1時３０分～3時

ナンバ式骨・コツストレッチ教室
（定員4０人）

８/１～１１/２８の金曜日
午前11時～午後0時30分

市内在住で期間中、継続して参
加可能な方※子ども連れの参加
不可。

往復はがき（１人１枚）に必要事項
（左記参照）と参加希望教室を第３
希望まで書き、７月７日（月）必着で
国府台市民体育館（〒２７２‐０８２７
国府台１‐６‐４）または各会場の窓
口にある申請書に返信用はがきを

添えて申し込み
※受講は１人１教室。応募者多数
の場合は７月１０日（木）午前１０時
から抽選。空き教室が出た場合は
落選者に連絡します。

３,０００円（全１５回分、事前一括
納付）

☎３７３‐３１１２スポーツ課

　ご寄付いただき、ありがとうございました。
【４月分・敬称略】
＜市政全般への寄付（ふるさと納税）＞
◎京井貴至（１０,０００円）◎小盛貴裕（１０,０００円）◎
中西俊光（１０,０００円）◎清水伸二（１０,０００円）◎清
水俊行（１０,０００円）◎伊藤真吾（１０,０００円）◎吉川
大弘（１０,０００円）◎永井康年（１０,０００円）◎今村嘉明

（１０,０００円）◎渋谷正樹（１０,０００円）
＜文化振興基金＞
◎市川市茶道会（１００,０００円）

善
意
の
花
園

▲初級者のエアロビクスダンス教室。運動に自信のない方でも大丈夫です。

広報いちかわ　2014年（平成26年）6月21日　No.1498 6支え合い

７月５日（土）午後０時４５分（受け付けは３０
分前）～５時

スポーツセンター
小学校２年生までは要保護者同伴。テニス

のみ要申し込みで先着１２人
運動しやすい服装・室内シューズ・タオルなど

種目　チアリーディングパフォーマンス、親子で
遊ぶキッズターザン、スポンジテニス、卓球、フ
ラッグフットボール、バレーボール、ノルディック
ウォーク、バドミントン、バスケットボール、テニス、

Eスポ（子どもの体操教室）、バランスボール
※雨天時は体育館種目のみ実施。
特別イベント　午後３時／フリースタイルバス
ケットショー、午後３時１５分／フリースタイルバ
スケ体験会

テニスのみ必要事項（上段参照）を６月２８日
（土）までにＦＡＸ371-7800 ISG国府台

☎３７１‐７８００ ＩＳＧ国府台※日曜日、祝日を
除く午前９時～午後１時。

　ＩＳＧ国府台での活動種目を中心に、
幼児から高齢者まで気軽にいろいろな種
目のスポーツを楽しむイベントです。ぜひ
参加ください。

（スポーツ課）

▲2本のポールを使って歩こう（ノルディックウォーク）



♦
♦
♦

ハ
ー
ト
フ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

福
祉
の
店

市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
や
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
通
う

障
害
者
児
が
作
成
し
た
手
工
芸・革

細
工・陶
芸
品
、パ
ン
、ク
ッ
キ
ー
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。

６
月
26
日（
木
）・
27
日（
金
）午

前
10
時
～
午
後
７
時

ＪＲ
市
川
駅
コ
ン
コ
ー
ス

☎
３
７
０・１
８
７
１
障
害
者
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

地
域
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
が
変
更
に
な
り
ま
す

７
月
１
日（
火
）か
ら
障
害
を
お
持

ち
の
方
が
利
用
で
き
る
地
域
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
に
つ

い
て
、18
歳
以
上
の
方
は
障
害
者
本

人
と
そ
の
配
偶
者
を
世
帯
と
す
る

改
正
を
行
い
ま
す
。該
当
す
る
方
に

は
新
し
い
支
給
券
と
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
１
６
８
障
害
者
支

援
課

♦
♦
♦

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア・in
ち
ば

求
人
の
あ
る
社
会
福
祉
施
設
・
事

務
所
の
採
用
担
当
者
と
の
個
別
面

談
や
福
祉
職
場
に
関
す
る
相
談
な

ど
。当
日
、直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

７
月
13
日（
日
）午
後
１
時
～
４

時
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場（
千
葉

市
美
浜
区
中
瀬
２
の
１
）

☎
０
４
３・２
２
２・１
２
９
４
千

葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
千
葉
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
地
域
福
祉
支
援
課
）

♦
♦
♦

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ

無
料
相
談

６
月
27
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

八
幡
市
民
談
話
室

☎
３
５
７・３
３
９
３
市
川
浦
安

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会（
冨
森
）

（
高
齢
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン

デ
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
の
、歯
や

口
に
関
す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口

で
受
け
付
け
、対
応
し
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～

正
午歯

科
医
師
会
口
腔
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
八
幡
２
の
９
の
９
）

☎
３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー
、南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー☎３

７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

自
死
遺
族
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
地
域
担
当

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

視
覚
障
害
者
児・

同
行
援
護
従
事
者
養
成
研
修

移
動
に
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障

害
者
な
ど
の
外
出
に
同
行
す
る
際

に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま

す
。持
っ
て
い
る
資
格（
視
覚
障
害

者
移
動
介
護
従
事
者
養
成
研
修
修

了
者
・ヘ
ル
パ
ー
研
修
修
了
者
３
級

以
上
な
ど
）に
よ
り
免
除
さ
れ
る
科

目
あ
り
。

７
月
22
日（
火
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分
、23
日（
水
）午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
、

29
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分
、30
日（
水
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
で
全
４
日
間

出
席
で
き
る
方
、抽
選
で
40
人

２
，７
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
、ア
イ
マ

ス
ク
代
）

必
要
事
項（
６
面
上
段
参
照
）と

生
年
月
日
を
書
き
、お
持
ち
の
資

格
証
書
の
写
し
、返
信
あ
て
先
を
書

い
た
は
が
き
を
添
え
て
、６
月
30
日

（
月
）必
着
で
障
害
者
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー（
〒
２
７
２・０
０
３
２

大
洲
１
の
18
の
１
）

☎
３
７
０・１
８
７
１
同
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

市
民
手
話
教
室

手
話
に
興
味
が
あ
り
学
ん
で
み
た
い

方
の
た
め
の
手
話
教
室
。全
８
回
。

７
月
19
日
～
11
月
15
日
の
隔
週

土
曜
日
、午
前
10
時
～
正
午

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
手
話

に
興
味
の
あ
る
方
、抽
選
で
20
人

１
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
）を
書
き
、６
月
28
日

（
土
）ま
で（
消
印
有
効
）に
障
害
者

支
援
課（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住

所
不
要
）

☎
３
３
４
・１
１
６
８
、Ｆ
Ａ
Ｘ

３
３
５・２
０
３
０
同
課

♦
♦
♦

シ
リ
ー
ズ
認
知
症
講
座

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

い
ず
れ
も
市
民
会
館

◆
き
ら
き
ら
ボ
デ
ィ
で
ス
ト
レ
ス
解
消

６
月
30
日（
月
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

先
着
20
人

☎
３
２
７・５
４
９
７
ホ
ワ
イ
ト
市

川
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
気
分
ス
ッ
キ
リ
体
ス
ッ
キ
リ
笑
い
ヨ

ガ
で
元
気
に
な
ろ
う

７
月
10
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

先
着
25
人

☎
３
３
７・１
２
３
２
清
山
荘
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
Ａ
Ａ
Ａ
方
式
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム

７
月
24
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

先
着
25
人

☎
３
７
６・３
２
０
０（
一
財
）市
川

市
福
祉
公
社
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

（
地
域
福
祉
支
援
課
）

♦
♦
♦

家
族
介
護
教
室「
介
護
者
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
健
康
音
楽
体
操
」

７
月
10
日（
木
）午
後
１
時
～
３
時

医
師
会
館（
真
間
１
の
９
の
10
）

先
着
30
人
※
要
申
し
込
み
。

☎
３
７
３・６
５
３
９
国
府
台
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
地
域
福
祉
支
援
課
）

♦
♦
♦

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援

学
校
公
開
講
座

「
造
形
芸
術
に
親
し
む
」

①
静
物
画
入
門
②
バ
ッ
グ
作
り
入

門
③
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
入
門

７
月
23
日（
水
）①
②
午
後
１
時

～
５
時
③
午
後
２
時
～
５
時

同
校
高
等
部
専
攻
科
造
形
芸

術
科（
国
府
台
２
の
２
の
１
）

初
心
者
の
方（
学
生
を
除
く
）、

抽
選
で
各
10
人

①
１
２
，０
０
０
円
②
１
，８
０
０
円

③
４
，５
０
０
円

必
要
事
項（
６
面
上
段
参
照
）を

書
き
、７
月
10
日（
木
）ま
で
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
７
１・４
５
０
７
同
校
造
形
芸

術
科（
小
林
）

☎・Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７
１・４
５
０
７
同
校

 

募
集

♦
♦
♦

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
者

説
明
会

７
月
６
日（
日
）午
後
１
時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
サ
ー
ク
ル
室

録
音
図
書
の
作
成
に
関
心
が
あ

り
、朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
日

曜
日
に
活
動
で
き
る
方
、20
人

☎
０
８
０・４
１
１
３・３
３
３
１

市
川
点
訳
朗
読
友
の
会（
井
上
）

（
広
報
広
聴
課
）

 

求
人

♦
♦
♦

放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ

補
助
指
導
員

65
歳
未
満
の
方（
高
校
生
不
可
）、

２
０
０
人
程
度

雇
用
期
間　

７
月
１
日（
火
）～
９

月
30
日（
火
）シ
フ
ト
制

時
給　

９
４
０
円

６
月
23
日（
月
）ま
で
に
電
話
予

約
後
、履
歴
書
を
提
出

☎
３
２
０・３
１
２
４
社
会
福
祉

協
議
会
保
育
ク
ラ
ブ
担
当
室

　地域において仕事やボランティアに女性や
高齢者の潜在力を活用する仕組みを考える
フォーラムを開催します。（共催 ： ナルク市川）

７月１９日（土）午後１時～４時３０分
男女共同参画センター

内 第１部＝基調講演「今、地域に求められるもの」、
第２部＝パネルディスカッション「地域の潜在力を活
かすために」

先着１００人※無料保育有り（１０カ月～未就学
児、先着１０人、７月１０日（木）までに要申し込み）。

☎３２２‐６７００またはＦＡＸ３２２‐６８８８同センター
　　　　　　　　  （男女共同参画課）

潜在力を地域で生かす
「女性・高齢者再デビュー推進フォーラム」

障害をお持ちの方へ 私たちにご相談ください
　障害者手帳取得の相談や、障害をお持ちの方が抱える悩み事などの相談を受け付けます。
◆身体障害者相談員による相談

◆障害者のピアカウンセリング

氏名 住所 電話番号・FAX 団体
中村　正武 宮久保１-２５-１５ ☎090-2202-4166

身体障がい者福祉会

柴田　剛直 新田１-２２-１７ ☎322-0904
矢島　重信 福栄１-１７-１９ ☎090-1654-674５
蔭山　仁助 本塩９-１０ ☎357-7849
古川　彦市 曽谷４-１０-２４ ☎375-3260
石井　慶一 菅野１-１９-１ ☎322-0595
佐藤　健一 南八幡１-２５-１-３０２ ☎090-2646-1255
尾﨑　伴子 中国分５-１１-５ ☎373-0905
後藤　芳江 大洲２-１４-１５ FAX379-7497
飯作　吉民 柏井町２-１３４４-３-１０２ ☎337-6999 視覚障害者福祉会
植野　圭哉 中国分４-１-１６ FAX371-5439 ろう者協会浅野　里香 中国分４-１０-１８ FAX373-0360
飯田　陽子 南八幡２-２２-３ ☎318-3949 肢体不自由児者父母の会大山　京子 新田１-１-２０ ☎321-2765
木下　静男 塩焼５-１１-３９ ☎397-0375 オストメイトの会
平下　　豊 鬼高３-１２-１８-６０４ FAX379-1441 NPO千葉県中途失聴者・難聴者協会

☎334-1168障害者支援課

　肢体不自由、視覚障害、聴覚障害など、障害の
ある相談員が障害者の相談に応じます。外出が難
しい場合は自宅への訪問や電話、ＦＡＸでの相談も
受け付けています。相談無料、秘密は厳守します。

肢体不自由・視覚障害＝相談者とピアカウンセ
ラー間で日程調整
聴覚障害者＝毎月第２・４火曜日、午前10時～正

午。当日、直接会場にお越しください。※9月は第２・
５火曜日、12月は第2・3火曜日に実施。

肢体不自由・視覚障害＝障害者地域生活支援
センター
聴覚障害＝ 総合市民相談課

☎370-1871、ＦＡＸ370-1872障害者地域生
活支援センター

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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発売開始情報

6月２1日（土）発売開始

演劇「淑女のロマンス」

１０月１６日（木）１５:００/行徳文化
ホールＩ＆Ｉ/出演＝前田美波里、

柴田理恵、キムラ緑子/全席指
定４,０００円/ ５００円引き/

７月６日（日）発売開始
さだまさしコンサートツアー２０１４
９月１７日（水）１８:００/文化会館
大ホール/全席指定８,６４０円/
発売初日は特別電話☎３９３‐
７１１１またはＷebサイトのみの受
け付け/

７月１２日（土）発売開始
宝塚歌劇団宙組公演
宝塚グランドロマン
ベルサイユのばら―フェルゼン
とマリー・アントワネット編―
９月７日（日）①１４:００②１８:００/
文化会館大ホール/全席指定 
Ｓ席７,３００円、Ａ席５,０００円/発
売初日は特別電話☎３９３‐
７１１１またはＷebサイトのみの
受け付け/

７月１３日（日）発売開始
葉加瀬太郎 Ｂｅｓｔ Ａｃｏｕｓｔｉｃ 
Ｔｏｕｒ”エトピリカ”
１０月３１日（金）１９:００/文化会
館大ホール/全席指定７,５６０円
/発売初日は特別電話☎３９３‐
７１１１またはＷebサイトのみの受
け付け/

文化会館

ブラスバンドフェスティバル
７月１２日（土）１４:００/大ホール/
出演＝千葉県警察音楽隊、市
立南行徳小学校吹奏楽部、市
立第一中学校吹奏楽部、市立
第八中学校吹奏楽部/「アナと
雪の女王」より「レット・イット・ゴー・
〜ありのままで〜」、ハックビー「イ
ブニング・ポートレート」、テキーラ、
他/入場無料

好評発売中
スギテツワークショップツアー２０１４
７月２０日（日）１４:００/ローズルー
ム/講師＝ＳＵＧＩＴＥＴＳＵ、杉浦
哲郎（ピアノ）、岡田鉄平（バイオリ
ン）/大人１,０００円、子ども５００円
※チケットをお買い求めください/
各自楽器持参（バイオリン、たて
笛、タンバリン、鈴などなんでも可）
愛でつながるロマン派の天才
作曲家たち
９月２３日（祝）１4:００/小ホール/
出演＝大谷康子（バイオリン）、
江口玲（ピアノ）/曲目＝シューマン

「アダージョとアレグロ」、ワーグ
ナー（タウジッヒ編曲）歌劇“ワル
キューレ”より「ワルキューレの騎
行」、他/全席指定３,５００円/

５００円引き/
外山啓介クリスマスリサイタ
ル ｉｎ Ｉｃｈｉｋａｗａ

１２月１４日（日）１５:００/小ホール/
曲目＝シューマン（リスト編曲）「献
呈」、リスト「愛の夢第３番」、他/
全席指定３,５００円/ ５００円引
き、大学生以下１,０００円引き

行徳文化ホールI&I

行徳名人会桂米團治独演会
７月５日（土）１４:００/演目＝地獄
八景亡者戯/全席指定 １階席３,
８００円、２階席３,５００円/ ３００
円引き/

芳澤ガーデンギャラリー
芳澤寄席
８月２日（土）１４:００/出演＝立川
生志/全席自由１,３００円/
１００円引き/
芳澤ジャズライブ２０１４
８月３日（日）１５:００/出演＝秋田
慎治（ピアノ）/全席自由２,０００
円/ ２００円引き/

ローズメンバーズ募集中。詳しくはWeb
サイト、またはお問い合わせください。

公演案内 は主催公演

総合問い合わせ

☎379-5111
（公財）市川市文化振興財団
http://www.tekona.net/

▲青山杉雨「畫
か く さ

沙」

申し込み・応募 問い合わせ ローズメンバーズ 高校生以下 未就学児入場不可 市役所

J：COM市川（CATV）

デジタル11ch 「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式 Web サイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

10：00 12：30
19:00 22：00

放送
時間

 〈広報広聴課〉
市民にやさしい市役所 快適に住もう

ー市川市あんしん住宅助成制度ー

6月21日（土）〜27日（金） いちかわエフエム
83.0MHz「いちかわイブニングインフォメーション」
 毎日午後6時30分〜35分（5分間）

6月28日（土）〜7月4日（金）

特集 特集
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 イベント
♦♦♦
市民ゴルフ大会

７月３０日（水）
鎌ケ谷カントリークラブ（鎌ケ谷市中沢

１３４８）
１２０人※１人から申し込み可。
参加費５,０００円、プレー代１７,５００円

（キャディ付きプレー〔昼食１ドリンク付〕、
パーティー代込み）
内１８ホールストロークプレイ（ペリア方式）

６月３０日（月）までに☎３３８‐６６３３
市民ゴルフ協会事務局（松丸）

（スポーツ課）
♦♦♦
ＺＯＯワンポイントガイド「エリマキキツネザル」
エリマキキツネザルの生態や当園の偉大
な母ペギーについて飼育員が説明します。

６月２９日（日）午後２時
動植物園
入園料のみ（高校生以上４３０円、小・

中学生１００円）
☎３３８‐１９６０同園

♦♦♦
七夕まつり
短冊に願い事を書いて七夕飾りにしましょう。

７月１日（火）～６日（日）
動植物園
入園料のみ（高校生以上４３０円、小・

中学生１００円）
☎３３８‐１９６０同園

♦♦♦
社会を明るくする運動公開映画会
社会を明るくする運動は、法務省により、
犯罪や非行の防止と罪を犯した人の更生
について理解を深め、立ち直りを支える地
域の力として、毎年実施している全国的な
運動です。

７月９日（水）午後１時３０分～４時
文化会館
先着４０人

内 映画会「大地の詩‐留岡幸助物語‐」
主催市川浦安地区保護司会

☎３２０‐４００２社会福祉協議会
♦♦♦
水木洋子邸一般公開「水木邸公開１０周年」

６月２８日（土）・２９日（日）、７月１２日（土）・
１３日（日）・２６日（土）・２７日（日）午前１０時
～午後４時
ミニイベント　水木邸の電蓄－解説と鑑賞
懐かしいサウンドトラックから－

６月２８日（土）午後２時～３時
☎３２０‐３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）

♦♦♦
博物館友の会「野外採拓」
真間山弘法寺、手児奈霊神堂、真間のつぎ
はしの句碑や歌碑を採拓します。※雨天中止

７月１３日（日）午前９時３０分（手児奈霊
神堂前集合）～午後３時

１,０００円（画仙紙代など）
はがきに必要事項（６面上段参照）を書

き、６月２８日（土）まで（消印有効）に歴史
博物館（〒２７２‐０８３７堀之内２‐２７‐１）

☎０９０‐９２３１‐４３８３博物館友の会
（同館）

♦♦♦
博物館友の会見学会

「習志野騎兵隊発祥地を訪ねる」
京成大久保駅周辺の史跡を巡ります。小
雨決行、徒歩３㎞。

７月２０日（日）午前９時（京成八幡駅集合）～正午
６００円（資料代）
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、７月１２日（土）まで（消印有効）に歴
史博物館（〒２７２‐０８３７堀之内２‐２７‐１）

☎０９０‐９２３１‐４３８３博物館友の会
（同館）

♦♦♦
博物館友の会市川カルチャー講演会

「雷
かみなりした

下遺跡の発掘調査」
日本最古の丸木舟を出土した雷下遺跡について、

服部智至氏（県教育振興財団）がお話しします。
６月２９日（日）午後２時～３時４５分
歴史博物館
抽選で５０人
３００円（資料代）
はがきに必要事項（６面上段参照）を書

き、６月２６日（木）まで（消印有効）に歴史
博物館（〒２７２‐０８３７堀之内２‐２７‐１）

☎０９０‐９２３１‐４３８３博物館友の会
（考古博物館）

♦♦♦
自然博物館の催し

☎３３９-０４７７同館※いずれも荒天中止。

◆湿地の環境整備をお手伝い　　
20初参加の方は、要問い合わせ。

６月２９日（日）午前１０時（観賞植物園
入口集合）～正午
◆長田谷津散策会

７月５日（土）午前１０時（動物園券売所
前集合）～１１時３０分
◆野草の名札付けをお手伝い
車をご利用の方は要問い合わせ。

７月６日（日）午前１０時（観賞植物園入
口集合）～正午

７月２７日（日）まで、午前９時３０分～午後４時３０分（入館
は午後４時まで）※月曜日休館（ただし、７月２１日（祝）は開館、
翌２２日（火）休館）

芳澤ガーデンギャラリー
一般２００円、シルバー（６５歳以上）・団体（２５人以上）

１６０円、中学生以下無料
※市制施行８０周年を記念して、８０歳（昭和９年１月１日～昭
和９年１２月３１日生まれ）の市民の方は無料、障害者手帳を
お持ちの方と付添の方（１人）は無料、エコボ満点カード１枚で
１人１回入館可。
出品作品青山杉雨「畫沙」、浅見喜舟「楽哉無一事」、小暮
青風「山部赤人真間の手児奈の歌」、秋山逸生「木画卓」、
佐治賢使「連翔」、戸島甲喜「聖域の伝説」、藤田喬平

「窓」、他

　市が収蔵する美術作品の中から、今回は工芸と書の作品をご紹介します。立体
と平面作品の織り成す美の世界をお楽しみください。

☎３００‐８０２０文化振興課

市制施行８０周年記念
工芸と書に親しむ

●ギャラリーコンサート（要入館料先着50人）
①７月６日（日）午後２時～３時、出演＝佐藤さくら子（三味
線）、小川実加子（囃

は や し

子）
②７月２０日（日）午後２時～３時、出演＝山澤慧（チェロ）、
津々見由里（ピアノ）

●お茶席（入館料の他一席500円）
６月２９日（日）、７月１２日（土）午前９時３０分～午後４時

●学芸員によるギャラリートーク（要入館料先着50人）
６月２９日（日）、７月１２日（土）午後２時

関連イベント

　市が「健康都市いちかわ宣言」
をしてから１０周年を迎え、「健康
寿命の延伸」をテーマとした講演
会を開催します。認知症について
学び、健康寿命を延ばす食生活
を一緒に学びましょう。先着１５０
人に健康都市推進員が育てた花
の苗をプレゼントします。

７月３日（木）午後１時３０分（受け付けは３０分
前）～４時

メディアパーク市川グリーンスタジオ
先着２００人

内 第１部＝午後１時４０分～２時４０分「認知症に
ついて～早期受診の大切さ～」、第２部＝午後３
時～４時「健康寿命を延ばす食生活とは」

☎７０４‐４１3７健康都市推進担当室

健康都市いちかわ宣言１０周年記念

いちかわ健康フェスタいちかわ健康フェスタ

市川市収蔵作品展市川市収蔵作品展


